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	篇
	章
	回
	頁
	夢/予言およびその成就　（章　回/頁）

	鳳丹篇
	1. 李校理流配
	1
	12
	* [鄭希良の予言] 鄭希良が紙袋を渡しながら、今年甲子には戊午よりも酷い災禍が起こり李長坤も免れ難いだろう、自殺を考えるまでになったらこれを開けろと言う。

　⇒ (3章 4/34) 流配地の巨濟で絶望に陥って自殺をしようとした李長坤が袋を開ける。

	
	2. 王の無道
	
	
	

	
	3. 李校理逃亡

	4
	35
	* [鄭希良の予言] 紙に“巨濟配所開坼”、”주위上策、北方道”と書いてある｡
⇒ (6/40) 巨濟に流配されていた李長坤が北の咸鏡道に逃げる。

	
	4. 李校理の安身
	6
	62
	* [楊鳳丹の夢] 夢に老婆が現れ、娘婿を奪おうとするやつは殺してやると言いながら包丁をもって襲い掛かる。
⇒ (6/61) 結婚の前夜、鳳丹が病気になる｡

	
	5. 怠け者
	
	
	

	
	6. 追い出し
	
	
	

	
	7. 反正
	5

10
	127

143
	* [張順孫の予言] 王命でソウルに連行される途中、猫が近道を横切るのを見て、科挙を受けに行く時も猫が道を横切るのを見て合格したから、今回も猫の横切った道を行こうと主張し、道を変える。
⇒ (5/128) 斬首の命を持ってきた都事と行き違いになって助かる。
* [楊周八の予言] ソウルに行ってももう官職にはつきたくないという李長坤の言葉に、周八は、最初は少し苦労するが、そのあとは波風なく官途がひらけるだろうと言う。
⇒ (8章 3/156) 都にもどった李長坤が中宗に辞職を申し出るが受け入れられず、同副承旨に任命される。

⇒ (皮匠篇 3章 14/82) 李長坤は己卯士禍に巻き込まれ、削職される。しかし、あとは順調に宮仕えすることになる。

	
	8. 上京
	9

11

12

13

19
	174

179

183

184

204
	* [李千年の予言] 申の刻頃に、物静かな賤人がお寺に訪ねて来るだろう。
⇒ (9/174) 白丁である周八が、申の刻頃寺に到着。
* [金倫と楊周八の予言] 赤狐の死。

⇒ (11/180) 鄭希良の呪文で赤狐が血を吐いて死ぬ。
* [李千年の予言] 李承旨が周八を捜すために送った人が途中病気にかかり、1ヶ月後に山に到着するだろう。
⇒ (13/185) 삭불が周八を訪ねて来る途中、酒の飲みすぎで病気になって1ヶ月遅れる。
* [李千年の予言] 周八に、午時萬歲樓へ行くと誰かに出会うだろうと言う。
⇒ (13/186)周八が萬歲樓で삭불に会う。
* [楊周八の予言] 今は돌が李承旨のことを気に食わないと思っているが、いつか自分の口でありがたい人だと言う時が来るだろう｡
⇒ (9章 7/231) 舅を獄から救い出すために尽力してくれた李承旨に、돌の口からありがたい人という言葉が出る。

	
	9. 二つの家
	
	
	

	皮匠篇
	1. 交遊
	5
	19
	* [楊周八の予言] 間もなくソウルに腕のいい占い師が来て德純と出会うことになろう｡
⇒ (2章 6/38) 金倫と金德純の出会い

	
	2. 術客
	1

2

3

4
	25

27

29

30

31

32
	* [金倫の予言] 王后の四柱を見て｢德配至尊萬姓之母、종斯之慶一王四主｣と書く。

(注：종斯とはくつわ虫で、多産を意味する。）

⇒ (兩班篇1章 5/17) 文定王后は公主4人、大君1人を産む。
* [金倫の予言] 熙嬪洪氏の四柱を見て｢父女合心禍及朝廷｣と書き、敬嬪朴氏の四柱を見て｢鼠兮鼠兮子母受害｣と書く｡
⇒ (3章 1/44) 洪景舟が娘の熙嬪をそそのかしてあらゆる讒訴をさせる。
⇒ (5章 8/133) 灼鼠の變が起きて敬嬪と福城君が賜藥を受ける。
* [金倫の予言] 左議政申用漑は壽限が迫っており、右議政安瑭はのちに惨禍を免れられない､ 領議政鄭光弼は一時厄に遭うが後の運勢がいい、大司憲趙光祖以下、刑曹判書金淨、大司成金湜、副提學金絿、右承旨尹自任、左副承旨朴世熹、同副承旨朴薰、藝文館應敎奇遵などは皆非業の死か流配を免れられないだろう、間もなく朝廷に大きな災いが起こるだろうと断言する。
⇒ (3章 4/52) 申用漑の死

⇒ (3章 14/82) 趙光祖は綾州で賜藥を受け、残り７人は遠方に安置される。
⇒ (3章 14/82) 安瑭は罷免、鄭光弼は領中樞に左遷、李長坤は削職され、巴城君と嵩善副正は遠竄にあい、李鶴年は決棍される。
⇒ (3章 16/87) 金湜が首をくくって自尽する。
⇒ (5章 6/129) 獄事が起こり、安瑭と金淨と奇遵が賜藥を受け、尹自任は북청配所で憤死し、朴世熹は江界配所で病気になって死に、金絿と朴薰はその後釈放されるが間もなく死ぬ｡
* [鄭希良の予言] 趙元紀に｢あなたは窮四十達四十の運勢を持つ人だ｣と言う。
⇒ (3/30) 趙元紀が40歳に登科してあらゆる淸宦を務めて職位が아경に至る｡
* [鄭希良の予言] 恥ずかしながら寿命は人に負けないだろう。

⇒ (8章 1/285) 71歳まで生きる。
* [鄭希良の予言] 竹の森で長い竹３本だけ揺れているのを見て、午時その竹を取りにくる人がいると言う。

⇒ (3/31) 午時頃に郡守のつかわした下人が揺れていた３本を取って行く。
* [金倫の予言] 南袞と張順孫の四柱を見て一品大臣になるだろうと言い、李長坤の四柱は初分は散乱し、中分は万事が思うようになり、後分は安穏だが大臣にはなれないだろうと言う。

⇒ (5章 6/127) 南政丞
⇒ (5章 10/139) 張順孫が領議政の位に就く。

	
	
	5
	35
	* [金倫の予言] 金德純夫婦の四柱を次のように解釈する。-春の日が暖かく桃の花が美しい。青い水が静かで水鳥が呼び合う。도장 안에眉を描いてやると、見る者が喜びにあふれて笑う。激しい風が起こり、明るい月が海に沈む。蝋燭の火が微かだが、赤い旗は何だろう。 霜の満ちた長い夜に孤雁が泣いて行く。
⇒ (3章 16/87) 己卯士禍で金家が没落し、金湜が首をくくって自尽する。
⇒ (4章 2/93) 家に戻った德純が赤い旗(銘旌：死者の姓名を書いた紙)が屏風に掛けられているのを見る。(妻の李氏の死)

	
	3. 士禍
	4
11
15
	53
74
85
	* [楊周八の予言] 趙大憲に、災いが迫っているから家の事をあらかじめ整理しておくよう言う｡
⇒ (6/59) 趙光祖が禁府都事に連行される。
* [楊周八の予言] 金德純に、事は僧がだめにするので気をつけろと言う｡
* [金湜の予言] ｢山人毁事の卦｣を抜く。
⇒ (14/82) 李信が金湜に逃げることを慫慂する｡
⇒ (15/84) 李信が僧を務めたことがある｡
⇒ (16/87) 李信がソウルに行って金湜が逃亡して陰謀中だと嘘の告発をする。

	
	4. あとのこと
	5
	102
	* [楊周八の予言] 平山への道は太平だが、忠州への道は危うい。

⇒ (7/109) 南袞らが、金湜の墓がある忠州に行き来する人を厳しく検問させる。

	
	5. 兄弟
	3
	119
	* [楊周八の予言] 2､30年後に辛屯のような僧がのさばるかもしれない。
⇒ (兩班篇 6章 5/198) 普雨が辛屯の再来と言われる｡

	
	6. 弟子
	3

7

9

14

24

25
	150

162

167

184

212

214

218
	* [楊周八の予言] 金童が明日の朝帰って来るだろう。
⇒ (3/151) 金童が보쌈に遭うが無事に生還する。
* [楊周八の予言] 巨正・鳳學・遺腹3人は、手に余ることをやる者たちだろう。

* [楊周八の予言] 섭섭の嫁暮らしが長くは続かないだろう。

⇒ (9/167) その年の初秋に周八の妾が吐瀉病で急死。
* [楊周八の予言] 王妃が懐妊中だという言葉を聞いて、王様が生まれると言う
⇒ (兩班篇 1章10/34) 仁宗が慶源大君(明宗)を後継者にする。
* [楊周八の予言] 巨正が姿を消したことを心配する人たちに、技を学んで帰って来るだろうと言う。

⇒ (24/214) 巨正が剣を学んで帰って来る。
* [楊周八の予言] 巨正が1､2日以内に楊州に帰って来るだろう。
⇒ (24/214) 周八が楊州にいる間に巨正が帰って来る。
* [楊周八の予言] 白丁の息子が世にまれな力持ちで剣客になったことは巨正にも問題だが、世の中にもいいことはないだろう。

	
	7. 分散
	10

13

16
	247

258

267
	* [伏線] どこからか現われたトビ１羽が金安老の帽子をつかもうとして帽子が敷物の上に落ちる。
⇒ (10/249) 金安老が賜藥を受ける。
* [楊周八の予言] 金倫が同行するなら自分は旅に出ないと言う巨正に向かって、せめて途中まで来れば懐かしい人に逢えるぞと言う。
⇒ (20/278) 滅惡山火賊窟で朴連中とともに暮らしていた剣道の師匠に再会する｡
* [金倫の予言] 姿の見えなくなった巨正を探すみんなに、｢在前不在後｣前へ進めば会えるだろうと言う｡
⇒ (16/268) 紫霞洞の入口で松岳山から下りてきた巨正に会う。

	
	8. 出家
	1
	285
	* [李千年の予言] 明日午時に自分が死ぬと言う｡
⇒ (1/285) 病気もなかった彼が、翌日の午時、眠るように息を引き取る。
* [甁亥大師の予言] 全羅道へ行けば、濟州へのよい道連れに会うだろう。
⇒ (15/326) 李之菡に会い、濟州に同行することになる｡

	兩班篇
	1. 国喪
	5

6
	18

21

22
	* [金倫の予言] 尹元老と尹元衡の妻は定まった寿命を享受できない。尹元衡の前には20年の富貴がある｡ 王の寿命は62歳だが、今年(1544年)6月か7月頃に非業の死を免れがたい。
⇒ (5章 2/148) 尹元老が賜藥を受ける。
⇒ (5章 5/156) 尹元衡の妻が蘭貞のやった毒入り식혜を飲んで死す。

⇒ (10/34) 仁宗の毒殺。
* [甁亥大師の予知] 巨正に｢藁人形を燃やす時、針を抜け、私に免じて命だけは助けよ｣という手紙を送る｡
⇒ (7/24) 巨正が国師堂に登る途中、偶然に尹元衡と金倫のいる呪いの現場を見つけて藁人形を燃やす。金倫の命を奪わない。
* [甁亥大師の予言] 竹山にいて都の沈義の死を知り、僧に香を届けさせる｡
⇒ (6/22) 沈義の死

	
	2. 殺戮
	
	
	

	
	3. 匿名書
	
	
	

	
	4. 報復
	1

9
	99

122
	* [玉梅香の夢] 夢に死んだ尹任が現れ、大国の使臣として行く日が最後だからそう思えと言う｡
⇒ (1/100) 林百齡が中国に使臣として行く途中死ぬ。玉梅香が後を追うように死ぬ。
* [鄭順朋の夢] (갑の呪いのため鄭順朋が悪夢を見る｡)

	
	5. 権勢
	
	
	

	
	6. 普雨
	6

30

31

36
	200

271

273

274

275
291
	* [成悌元の予言] 唄い手の声を聞いてその身内が死んだことを知り、帰らせよと言う。
⇒ (6/200) 遠方にいる唄い手の母の訃報がその夜届いていた。
* [甁亥大師の予言] 普雨が厳しい刑杖に打たれて死ぬ。

⇒ (/) 
* [甁亥大師の予言] 景福宮が50年内に廃墟になるだろう。大きな戦乱が起こるだろう｡
⇒ (/) 壬辰倭亂のこと
* [南師古の予言] 大きな戦乱が起こるだろう｡

⇒ (/) 壬辰倭亂のこと
* [南師古の予言] ソウル中が殺気に満ちている｡ 思稷골に王氣が見える。北岳の下にいい気運があり、この気運が国の興亡にまで関係がある｡
⇒ (/)
* [南師古の予言] 江陵に戦乱が起こるだろう。
⇒ (31/275) 江陵に伝染病が流行る｡
* [甁亥大師の予言] 乾川洞に大人物が生まれた。大戦乱で国を救うためにおおいに役立つ人物である｡ 乾川洞の子供たちが戦争ごっこをする時将軍の役を演じる李の苗字を持つ10歳余りの子供がそれだ｡
⇒ (/) 李舜臣のこと
* [甁亥大師の予言] 大きな戦乱はまだ遠いが、小さな戦乱は目の前にある｡
⇒ (/) 壬辰倭亂(1592年)
⇒ (5/308) 乙卯倭變(1555年。すでに起こっている｡)

	
	7. 倭變
	6
	312
	* [甁亥大師の予言] 遺腹は死んでおらず、いつか巨正・鳳學と3人が会う日が訪れる。
⇒ (義兄弟篇 3部 8章 3/167) 靑石洞での3人の再会。

	義兄弟篇 1
	1. 朴遺腹
	4
	130
	* [崔작은년の夢] 傍らに山のように大きい虎が寝ていて前足で首を締め付けて息ができないほど苦しい。
⇒ (4/130) 遺腹の腕一本が崔작은년の首に載っている。

	
	2. 郭五柱
	2
	256

299
	* [신뱃골댁の夢] 大きな洞窟の中で赤ん坊が寝ている。抱くと小熊に変わり、放り投げてよく見たら人間の子供である。再び抱こうとしたら一匹の熊が赤ん坊を奪い取って洞窟の外へ飛び出し、自分は熊が怖くて出られずにいると、洞窟の中が崩れて動けなくなる｡
⇒ (2/291) 신뱃골댁の長男出産。
⇒ (2/300) 신뱃골댁の死

* [신뱃골댁の夢] 目をつぶると、死んだ人たちが見える。
⇒ (2/300) 신뱃골댁の死

	義兄弟篇 2
	3. 吉莫奉
	
	
	

	
	4. 黃天王童
	
	
	

	
	5. 裵돌석
	
	
	

	
	6. 李鳳學
	
	
	

	義兄弟篇 3
	7. 徐霖
	
	
	

	
	8. 結義
	4

5
	204

241

245

249
	* [人相見の觀相解釈] 吳哥は衣食の心配がないが子供がいない、巨正は極めて貴く極めて卑しい相で名を後世に残し、貴子を持つ、天王童は人生の後半の運勢がいい、鳳學は貴格がある、遺腹は厄を一度うまく切り抜ければ長寿を保つ、裵돌석は何回も結婚する、白孫は将来兵水使がねだ、郭五柱は山犬の目で狼の声だ｡ 
* [甁亥大師の予知] 許潭和尚から巨正が火賊になった事実を聞いても驚かず、自分の道を行ったと言う｡
* [甁亥大師の予知] 発とうとする許潭和尚に自分の面倒を見てから行けと言って引き止める｡
⇒ (5/241) まもなく甁亥大師が死に、許潭和尚は火葬を行ってから発つ。
* [甁亥大師の予知] 自分の仏像を作ることをあらかじめ知っていて、裏山の伐木の時いい木材を取っておけと上佐に言う｡
⇒ (5/245) 取っておいたその木で甁亥大師の仏像を作る。
* [甁亥大師の遺言] 三年笛裏關山月 九月兵前草木風 扶桑西枝封斷石 天子旌旗在眼中

	火賊篇 1
	1. 靑石洞
	3

4
	87

160

167
	* [韓온の觀相解釈] 노밤の顔に劫気があって不吉だ。
* [元氏の四柱八字] 3回寡婦になってから幸せになる。
⇒ (4/189) 巨正の妻になる。<보쌈を入れると2度嫁しているが、元氏の方が巨正より先に死んでいるから当たっていない。>

* [盧밤の夢] 死んだ小間使いが夢の中に現れ、人間として生き返るように助けを求める。<作り話>
⇒ 小間使いの母がだまされて盧밤に体を許す。

	火賊篇 2
	2. 松岳山
	
	
	

	
	3. 巣窟
	2
	301
	* [崔の冗談] 정상갑・崔판돌に不吉な冗談を言う。
⇒ 정상갑の死。(2/308)

⇒ 崔판돌の死。(2/326)

	火賊篇 3
	4. 笛
	1

2
	15

56

76
	* [車軾夫婦の夢] 死んだ息子の殷輅が現れて、また息子に生まれるために来たと言う。
⇒ 直後懐妊の兆しがあり翌年天輅を生む。
* [李千年の予言] 영변邑内医員は往診を頼んでも来られないし、来たところで彼の医術では和尚の病気は治せないという｡
⇒ (2/56) 李千年がお坊さんの病気を治す。
* [端川令の夢] 초향がついてきて自分を捨てて行ったと恨む。
* [端川令の夢] 초향の母が胸ぐらをつかんで怒鳴りつける｡

	
	5. 平山戰
	2

3
	195

251

267
	* [徐霖の夢] 自分の死体の前で息子は泣くのに妻と娘は平然としているのを見てけしからんと思う｡
⇒ (3/238) 捕まって仲間を裏切ったあと、徐霖の知恵で妻と娘は靑石洞から抜け出して来るが、息子は靑石洞に残る｡
⇒（6章 28/86）息子が逃げようとして殺される。
* [人相見の조の觀相解釈] 朴連中の娘は大きな苦労をしてから夫人に叙されるだろう｡
* [伏線] 延千齡が、たとえ盗賊らの手で死んでも最後まで追跡すると言う｡
⇒ (3/285) 延千齡が巨正との決闘の末、巨正の長光刀で切り殺される。
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